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急流と鍾乳洞の里「球磨村」

Kuma Village Public Relations広報

球磨村は
「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています

フォトリポート

球磨中学校体育大会

平成 28 年度

一般会計予算
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＊ Monthly Pick Up Topics ＊

今月の
表紙 球磨中学校体育大会が５月 15

日に開催され、生徒たちの熱
戦が繰り広げられました。各
競技を全力で挑むその姿に、
保護者や地域住民の皆さんか
らは熱のこもった応援が送ら
れていました。

（写真は地区対抗生徒リレー）

災害時の関係機関による連携強化を
球磨川水害タイムライン検討会
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　第６回球磨川水害タイムライン検討会が５月 17 日に
球磨村コミュニティ―センター清流館で開催されまし
た。
　タイムラインとは「いつ」「誰が」「何をするのか」を、
あらかじめ時系列で整理した防災行動計画のことです。
国、地方公共団体、企業、住民などが連携してタイム
ラインを策定することにより、災害時に連携した対応
を行うことができます。
　今回の会議では関係者が６月に策定予定の試行版の
内容確認を行いました。

急流と鍾乳洞の里「球磨村」
球磨村は熊本県の南部にあります。九州最大の鍾乳洞「球
泉洞」や村の中央を球磨川が流れ、眼下に雄大なパノラ
マが広がる自然豊かな遊びの宝庫です。穏やかに、緩や
かに、人と自然が調和した悠久のロマンが、今も受け継
がれています。

広報 くまむら

真剣に講師の話しを聞く参加者

２期目の村政へ
新たなる 一歩
　第３回球磨村議会臨時会が４月 27 日に開催され、柳詰村長が所信表明を述べました。

　このたびの村長選挙におきまして、村民の皆さまを
はじめ各方面から力強いご支援とご厚情をいただき、
無投票で再選させていただきました。
　私は４年前、前村長の想いを入れた７つの政策を掲
げ、村長選挙に初当選し、就任以来４年間、皆さまか
らお寄せいただきました信頼と、期待に応えるべく、
新たな決意と情熱をもって、村民の皆さまの幸福実現
に、全力を注いでまいりました。
　主要な政策は、その方向性へ動き出し、おおむね実
施できたのではないかと思っております。
　二期目にあたっては、一期４年間で得た現状と課題
解決へ向けて、５つの柱に沿って政策を展開していき
たいと考えております。

柳詰　正治（62）
・高校卒業後、球磨村森林組合に 28 年間勤務し、森林部長など
　を務める
・平成 14 年の村議会議員選挙に初当選
・平成 22 年に村議会議長に就任
・平成 24 年に村長選に立候補し、初当選。今期２期目の再選を
　果たす



5　　広報くまむら　2016.5 広報くまむら　2016.5　　4

さ
ら
な
る
防
災
力
の
向
上

　
本
村
で
は
、
国
、
県
に
対
し
て
抜
本
的

な
治
水
対
策
に
つ
い
て
毎
年
要
望
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
宅
地
嵩
上
げ

な
ど
の
河
川
改
修
が
実
施
さ
れ
、
昨
年
２

月
に
は
、
長
年
の
願
い
で
あ
り
ま
し
た
渡

小
川
川
の
改
修
と
、
渡
地
区
の
内
水
被
害

対
策
と
し
て
、
導
流
堤
と
３
カ
所
の
ポ
ン

プ
が
完
成
す
る
な
ど
、
治
水
安
全
度
は
、

一
歩
一
歩
着
実
に
向
上
し
て
お
り
ま
す
。

役
場
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
か
ら
２

カ
年
に
か
け
て
実
施
し
た
耐
震
改
修
、
裏

山
の
急
傾
斜
地
対
策
工
事
を
終
え
、
防
災

活
動
拠
点
施
設
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
本
村
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま

で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
九
州

北
部
豪
雨
や
昨
年
の
台
風
15
号
の
襲
来
、

数
十
年
ぶ
り
の
大
雪
と
大
寒
波
、
そ
し
て

４
月
14
日
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
な
ど
、

想
定
外
の
災
害
が
発
生
す
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　
村
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

生
活
基
盤
の
整
備
と
、
い
ざ
と
い
う
時
の

迅
速
な
避
難
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
治
水
対

策
や
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
、
砂
防
対
策
、

国
道
・
県
道
の
嵩
上
げ
な
ど
、
国
、
県
に

関
わ
る
も
の
に
対
し
て
は
、
今
後
も
積
極

的
に
要
望
し
、
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
災
害
発
生
時
の
迂
回
路
を
含
め

た
道
路
網
の
整
備
や
消
防
施
設
整
備
な
ど

は
、
投
資
効
果
や
緊
急
性
を
考
慮
し
、
優

先
順
位
を
つ
け
て
着
手
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
防
災
力
の
向
上
の
た
め
に
は
、
自
助
・

共
助
・
公
助
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
村
と

し
て
も
ハ
ー
ド
事
業
と
並
行
し
て
、
消
防

組
織
力
強
化
の
取
り
組
み
と
村
民
一
人
一

人
の
自
主
防
災
意
識
の
醸
成
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

共
に
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
集

会
施
設
や
住
宅
の
改
修
へ
支
援
と
、
公
共

施
設
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

　
26
年
度
か
ら
運
行
を
開
始
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
さ
ら
に
、
歩
行
が
困

難
な
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
に
考
慮
し
た

移
送
支
援
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

目
指
す
は
、「
健
康
い
き
い
き
山
村
く

ま
む
ら
」
で
す
。
村
民
の
皆
さ
ま
一
人
一

人
が
健
康
で
あ
る
こ
と
は
、
医
療
費
と
介

護
給
付
費
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

可
能
性
を
秘
め
た
私
た
ち
の
宝
で
あ
り
ま

す
。
若
い
世
代
の
意
見
を
反
映
し
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
や
、
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
広
げ

る
学
習
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
誰
も

が
誇
り
を
持
て
る
む
ら
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、

経
済
的
な
支
援
の
み
な
ら
ず
、
居
住
環
境

の
整
備
と
共
働
き
の
保
護
者
で
も
、
安
心

し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
義
務
教
育
課
程
で
は
、
国
際
化
の
急
速

な
進
展
や
高
度
情
報
通
信
社
会
の
到
来
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
が
急

激
に
変
化
す
る
中
で
、
時
代
の
進
展
に
主

体
的
に
対
応
す
る
こ
と
の
で
き
る
資
質
や

能
力
を
備
え
た
子
ど
も
た
ち
が
育
成
で
き

る
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。　

安
心
安
全
な
暮
ら
し
の
環

境
づ
く
り

渡小川地区に設置された導流堤

笑
顔
で
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
よ
う
に

　
村
民
の
皆
さ
ん
が
高
齢
に
な
っ
て
も
元

気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
壮
年
期
か
ら
の

健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
の
推
進
と
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
取
り
組
む
と

高
齢
者
に
や
さ
し
い
む
ら

づ
く
り

笑顔あふれるふれあいサロン

子
ど
も
は
村
の
宝

安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る

環
境
づ
く
り

　
子
ど
も
た
ち
は
、
次
代
を
担
う
無
限
の

共
助
の
む
ら
づ
く
り
で
地
域
の
活

性
化
へ

　
79
の
集
落
が
点
在
す
る
本
村
の
高
齢
化

率
は
41
・
0
㌫
を
超
え
て
お
り
、
一
年
間

に
生
ま
れ
る
子
ど
も
の
数
は
20
人
に
満
た

な
い
状
況
で
す
。
少
子
高
齢
化
や
価
値
観

の
多
様
化
が
進
む
中
で
、
本
来
地
域
や
家

庭
が
持
っ
て
い
た
共
助
の
機
能
が
低
下

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
多
く
の
問
題
が

生
じ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
、
新
た
な
む
ら
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
は
、
村
民
一
人
一
人
が

互
い
に
助
け
合
い
、
心
豊
か
に
過
ご
せ
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
本
村
で
は
26
年
度
に
、
住
民
総
参
加
に

よ
る
創
意
と
工
夫
に
よ
り
、
活
力
あ
る
共

助
の
む
ら
づ
く
り
や
、
日
本
で
最
も
美
し

い
む
ら
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、「
共

助
の
む
ら
づ
く
り
支
援
事
業
補
助
金
」
を

設
け
ま
し
た
。
こ
の
補
助
金
を
活
用
し
て

地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
、
文
化
活
動
、

生
活
環
境
整
備
、
ま
た
、
自
主
防
災
や
安

全
対
策
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
実
施

さ
れ
、
活
気
あ
ふ
れ
る
地
域
再
生
へ
の
第

一
歩
が
踏
み
出
せ
た
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
、
財
政
的
な
支
援
と
と
も
に
、

都
市
住
民
を
受
け
入
れ
、
地
域
協
力
活
動

に
従
事
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
の

充
実
・
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
美
し
い
村
づ
く
り
で
は
、
ハ
ー
ド
、
ソ

フ
ト
の
両
面
で
進
め
、
美
し
い
心
が
美
し

い
景
観
を
作
り
、
そ
の
美
し
い
景
観
が
次

の
世
代
の
心
を
育
て
る
よ
う
な
、
真
の
美

し
さ
を
実
感
で
き
る
村
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
「
共
助
の
む
ら
づ
く
り
」
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
は
、
村
民
一
人
一
人
の
意
識

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
が
自
ら
の
地
域
に
誇
り
を
持
ち
、
地

域
の
活
性
化
と
自
立
を
住
民
自
ら
の
活
動

で
推
進
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

農
林
業
の
振
興
に
よ
る
村
民
所
得

の
向
上

　
長
年
に
わ
た
り
本
村
の
経
済
や
社
会
を

支
え
て
き
た
の
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
と
林
業
で
あ
り
、
そ
の
振
興
は
、
本
村

の
発
展
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な

い
も
の
で
す
。
最
近
で
は
担
い
手
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
と
い
っ
た
課
題
が
あ

り
、
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た

め
、
農
業
で
は
、
国
・
県
と
連
携
し
な
が

ら
安
定
し
た
農
業
経
営
の
支
援
に
努
め
、

後
継
者
の
育
成
と
所
得
向
上
に
繋
が
る
対

策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。林
業
で
は
、

大
切
に
育
て
て
い
た
だ
い
た
森
林
資
源
を

活
用
し
、
伐
採・植
林
を
計
画
的
に
行
い
、

『
雇
用
の
創
出
』と『
人
材
育
成
』、そ
し
て
、

『
村
民
所
得
の
向
上
』
を
行
う
重
要
施
策

と
し
て
取
り
組
む
と
共
に
、
林
業
生
産
基

盤
の
整
備
を
積
極
的
に
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
森
林
資
源
に
よ
り
得
ら
れ
た
収
入

は
、
水
道
施
設
が
抱
え
る
諸
問
題
解
決
の

財
源
や
新
た
に
施
設
の
ト
イ
レ
改
修
の
財

源
と
し
て
活
用
し
て
い
く
方
針
で
す
。

　
ま
た
、
農
林
業
の
振
興
で
は
、
野
生
鳥

共
助
の
む
ら
づ
く
り

農
林
業
の
振
興
と
観
光
資

源
の
活
用

高沢地区の隠れ念仏の里まつり

貴
重
な
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観

光
振
興

　
本
村
に
は
、
九
州
最
大
鍾
乳
洞
の
球
泉

洞
や
日
本
三
大
急
流
の
球
磨
川
、
Ｓ
Ｌ
が

走
る
肥
薩
線
、
日
本
の
棚
田
百
選
の
棚
田

な
ど
、
観
光
振
興
に
欠
か
せ
な
い
貴
重
な

地
域
資
源
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
こ
れ
ら

の
環
境
整
備
を
継
続
的
に
実
施
し
、
定
着

し
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
よ

り
、
都
市
と
の
交
流
に
よ
る
交
流
人
口
の

拡
大
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
球
磨
村
観

光
協
会
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
観
光
客
の

誘
致
拡
大
に
努
め
、
地
元
商
業
と
連
携
し

な
が
ら
、
観
光
商
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

村有林の法正林化による木の伐採

肥薩線を走るＳＬ人吉

獣
の
被
害
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
各
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
野

生
鳥
獣
被
害
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

教職員によるＩＣＴ活用研修
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安心安全な暮らしの環境づくり
道路網の整備や自主防災意識の醸成などに取り組みます。
○主な事業
神瀬大岩線改良事業	 3,400 万円
熊田線改良事業	 2,300 万円
大無田線改良事業	 3,200 万円
岡線改良事業	 1,000 万円
消防施設整備事業	 453 万 4 千円
共同給水施設整備事業	 400 万円
安心安全な飲料水推進事業	 250 万円

32 億４,038 万２千円
平成 28 年度一般会計予算

歳出

議会費 (1.9%)
6,101 万 3 千円

総務費 (20.6%)
6 億 6,667 万 7 千円

民生費 (25.2%)
8 億 1,812 万円

衛生費 (7.2%)
2 億 3,348 万 5 千円

農林水産業費 (9.7%)
3 億 1,524 万 1 千円

商工費 (0.6%)
1,984 万 6 千円

土木費 (10.2%)
3 億 2,937 万 7 千円

消防費 (4.0%)
1 億 2,958 万 5 千円

教育費 (7.0%)
2 億 2,806 万 5 千円

災害復旧費 (0.1%)
50 万 9 千円

公債費 (13.1%)
4 億 2,546 万 2 千円

その他 (0.4%)
1,300 万 2 千円

歳入

村税 (7.4%)
2 億 4038 万 3 千円 

繰入金 (4.9%)
1 億 5,890 万円

繰越金 (1.5%)
5,000 万円

諸収入 (3.6%)
1 億 1,671 万３千円

地方交付税交付金(52.4%)
16 億 9646 万 4 千円

村債 (9.1%)
2 億 9350 万円

県支出金 (8.5%)
2 億 7444 万 2 千円

国庫支出金 (9.7%)
3 億 1,302 万 9 千円

その他 (2.9%)
9,695 万 1 千円

自主財源 (17.4%)
5 億 6,599 万 6 千円

依存財源 (82.6%)
26 億 7,438 万 6 千円

　平成 28 年度の一般会計予算は総額 32 億 4,038 万 2 千円で、
前年度に比べ 1 億 2,261 万 8 千円減額の計上となりました。
　歳入では村税などの自主財源が 5 億 6,599 万 6 千円（17.4%）、
地 方 交 付 税 交 付 金 な ど の 依 存 財 源 が 26 億 7,438 万 6 千 円

（82.6%）となっています。
　歳出では民生費 8 億 1,812 万円、総務費 6 億 6,667 万 7 千円、
土木費 3 億 2,937 万７千円、農林水産業費 3 億 1,524 万 1 千円、
衛生費 2 億 3,348 万 5 千円などとなっています。

農林業の振興と観光資源の活用
農林業の振興による村民所得の向上と貴重な地域資源
を活用した観光振興に取り組みます。
○主な事業
青年就農給付金事業	 1,050 万円
中山間地域等直接支払事業	 692 万 2 千円
有害鳥獣捕獲事業	 1,492 万円
産業振興対策事業（農業・林業）	 1,000 万円
森林整備地域活動支援事業	 980 万円
間伐材供給安定化緊急対策事業	 1,000 万円
森林環境保全直接支援事業	 3,031 万円
立木売払事業	 2,025 万円
公有林整備事業	 1,140 万円
間伐等森林整備促進対策事業	 1,111 万 5 千円
山村振興対策事業	 1,147 万 6 千円
プレミアム商品券事業	 500 万円
観光客誘致事業	 100 万円

子どもは村の宝
安心して子どもを育てられる環境づくりと可能性を広
げる学習環境づくりに取り組みます。
○主な事業
定住促進住宅事業	 6,890 万円
児童手当事業	 5,035 万円
子ども医療費事業	 1,536 万円
病児病後児保育事業	 4,213 万円
延長保育促進事業	 2,984 万円
出生時祝金事業	 200 万円
ＩＣＴ教育事業	 1,577 万 8 千円
学校給食助成金事業	 709 万 2 千円

共助のむらづくり
地域の活性化と住民自らの活動を推進します。
○主な事業
共助のむらづくり支援事業補助金	 300 万円
日本で最も美しい村づくり推進費	 703 万 2 千円

高齢者にやさしいむらづくり
笑顔でいつまでもいきいきと暮らせるよう高齢者の生
きがいづくりに取り組みます。
○主な事業
コミュニティバス事業	 3,733 万 5 千円
老人福祉施設措置事業	 2,004 万 7 千円
介護予防拠点施設整備事業	 2,000 万円
敬老年金事業	 935 万円
臨時福祉給付金事業	 816 万 9 千円
障害者福祉サービス等事業	 1 億 2,922 万 2 千円

知っておきたい財政用語
【歳入】
村税　村民税、固定資産税、軽自動車税、
たばこ税など村に収める税金
繰入金　会計の収支不足を補うために他
方の会計から充当されるお金 
繰越金　次年度に繰り越すお金　
諸収入　他のどの科目にも属さない収入
地方交付税交付金　全ての市町村が一定
の行政サービスを行えるように国が交付
するお金
村債　特定の事業のため借り入れるお金
県・国庫支出金　事業を行うため国や県
から交付されるお金

【歳出】
議会費　議会運営に使う予算
総務費　村の行政、財産、選挙、企画、
税の徴収などの予算
民生費　村民の福祉の向上のための予算
衛生費　ごみの処理や健康づくりのため
の予算
農林水産業費　農林水産業振興のための
予算
商工費　商工、観光振興のための予算
土木費　道路や橋、河川、公営住宅など
の整備に要する予算
消防費　広域消防本部への負担金や消防
団施設整備などに要する予算
教育費　学校教育や生涯学習などの予算
災害復旧費　大雨などで発生した災害の
復旧にあてる予算
公債費　村の借金（村債）を返済する予
算



球磨中学校体育大会は５月 15 日に開催
されました。開会式で生徒会長の松永

倫佳さんは「熊本地震の影響で、同じ中学生
でも体育大会が開催できずに悲しんでいる生
徒がいます。私たちが頑張ることが復興に向
けてのエールにつながります」と力強くあい
さつしました。
　生徒たちは「力戦奮闘」をテーマに、各団
優勝を目指して熱い戦いを繰り広げました。

フォトリポート

球磨中学校体育大会
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行政区 班 区長 班長 行政区 班 区長 班長
１区 内　布 内布　和紀 内布　和紀

13 区

大無田

大無田　文市

大無田　文市

２区
山　口

久保　信治
岡　潤一朗 大久保 井本　幸男

地　下 今村　淳 鵜　口 鵜口　彰
今　村 今村　克典 千　津 平　嘉明

３区 峯 地下　祐八 山口　正志
14 区

松　谷
戸津　新介

野田　宣弘
島　田 今村　洋助 那　良 戸津　新介

４区

水　篠

冨永　知敬

西　善政 那良口 林　文髙
糸　原 糸原　浩ニ

15 区

毎　床

田中　茂

田中　茂
立　野 立野　新次 俣　口 山田　勉
境　目 境目　和人 茂　田 尾方　一弘
蕨　谷 遠　原 毎床　辰美
大　槻 永椎　秀徳

16 区

蔀

假屋　元

蔀　繁信

５区

小　川

山口　敏章

小川　成正 和　田 和田　正充
舟　戸 椎屋　袈教 堤岩戸 岩戸　智
茶　屋 有村　重光 神瀬一区 假屋　元
椎　屋 椎屋　和明 神瀬二区 清川　俊昭

６区

岡

浦野　勲

岡　明
17 区

木屋角
上原　正博

上原　正博
浦　野 浦野　勲 上　原 蓑毛　照
板　崎 板﨑　浩ニ 松　野 松野　三千夫
中　園 中園　和夫

18 区

四　蔵

大岩　精一

木屋　諭
田　頭 淋　英治 永　椎 永椎　康弘
馬　場 馬場　洋一郎 日　当 日當　清

７区

蔵　谷

髙沢　公徳

蔵谷　忠徳 大　岩 大岩　精一
坂　口 坂口　誠一

19 区

箙　瀬

小田　宏幸

小田　宏幸
高　沢 髙沢　信男 伊高瀬 伊高　寛
横　井 横井　博文 上　蔀 上蔀　一幸
沢　見 澤見　学 多武除 多武　徳芳

８区
友　尻

友尻　辰生
友尻　辰生 楮　木 犬童　大輔

宮　園 佐々木　高綱 20 区 川　島 川嶋　久夫 川嶋　久夫
橋　詰 白坂　昭美 21 区 大　瀬 大瀨　義博 大瀨　義博

９区

野々原

吐合　征勝

中津　新一 （敬省略）
▌コミュニティの管理・運営
区長
　各行政区の代表者として、１人ずつ区長が置かれて
います。区長は、村行政との事務を把握し、担当行政
区内外の連携・調整を図ります。
班長
　各班（集落）の代表者として、１人ずつ班長が置か
れます。（※区長が兼務する場合もあります。）班長は、
班（集落）内の活動を把握し、必要に応じて区長と協
力しながら、班（集落）活動の連絡調整を図ります。

中　屋 中屋　締
中　津 中津　憲一郎
黄　檗 中津　詔蔵
吐　合 吐合　征勝
日　隠 日隠　啓一

10 区
中　渡

犬童　數元
川原　博

岳　本 犬童　數元
黒　白 中渡　季男

11 区
柳　詰

田代　建夫
蔀　芳廣

松　舟 坂本　太喜男
田　代 田代　建夫

12 区

池　下

松本　正五

告鍬　正美
淋 淋　剛

向　淋 淋　正司
大坂間 井川　締治

告 告馬　壽生
松　本 松本　正五
小　谷 小谷　富男

各行政区長・班長の皆さんを紹介します

故髙
た か さ わ

澤欣
き ん い ち

一さんに特旨叙位正六位授与
　故髙澤欣一さんは、昭和 45 年から平成 14 年まで
の８期 32 年にわたり村議会議員を歴任し、その間、
議長や各種委員を務め、地方自治の発展に大きく貢献
されました。また、昭和 42 年から平成 21 年までは
村商工会の理事として、平成元年からは会長を務め、
地域商業の振興に尽力されるなど生前の功績が認めら
れ、特旨叙位正六位を受章されましたので、４月 20 日、
柳詰村長から妻の良子さんに位記を伝達しました。
　良子さんは「夫は素晴らしい人でした。役場の皆さ
んをはじめ、多くの皆さんに支えられてきたおかげで
今回受章することができたと思います。皆さんへの感
謝の気持ちでいっぱいです」と感謝の言葉を述べまし
た。妻の良子さんと柳詰村長

　４月 29 日付けで春の叙勲が発令され、浦野千尋さ
んが旭日双光章を受章されました。浦野さんは、昭和
57 年から平成 26 年までの８期 32 年にわたり村議会
議員を歴任し、その間、議長や各種委員、人吉球磨広
域行政組合議会議員を務めました。平成３年からの２
年間は球磨郡町村議会議長会会長、平成４年には熊本
県町村議会議長会会長などの要職を務め、広域的な地
方自治の発展に大きく貢献されました。
　浦野さんは「大変名誉に思います。これも８期 32
年間、多くの方にご支援をいただいた賜物であり、皆
さんを代表して受章させていただいたものと思ってい
ます。今後は受章に恥じないよう、社会に貢献してい
きたいです」と感謝の言葉を述べました。 浦野さんと柳詰村長

浦
う ら の

野千
ち ひ ろ

尋さんに旭日双光章授与

春の叙勲と叙位の受章
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事業名 内　容 補助率等 採択用件

田畑等整備事業

狭小な棚田を１枚にし、作業効率の高い
田・畑に改良することで労働環境の改善
と安定した農業経営を図る。
田畑等整備事業と一体的に整備する搬入
路（農道）整備事業で、農業経営の安定と
生産意欲の向上を図る。
田畑等整備事業と一体的に整備する用排
水路の修繕・改修事業で、農業用水の確
保や水利用の安定化、合理化を図る。

30％以内
田（10 ａ当り）
限度額 30 万円
畑（10 ａ当り）
限度額 15 万円
用排水路
限度額 20 万円
下限 2 万円

米生産数量目標に即し
た生産を行っている人
村税等完納者

水田等畦畔整備事業

未整備で作業効率の低い水田などを対象
に実施することで労力の軽減につなが
り、農業経営の安定を図る。コンクリー
ト整備事業に加え、畦楽ガード整備事業
も補助対象とする。

30％以内
上限 20 万円
下限 2 万円

米生産数量目標に即し
た生産を行っている人
村税等完納者

栗集荷ネット設置事業 集荷に対する労力の軽減を図ることで農
業経営の安定と農業所得の増大を図る。

30％以内
上限 20 万円
下限 2 万円

10 ａ以上
村税等完納者

獣害（電気牧柵設置）対
策事業

イノシシ、シカ等の獣による農作物の被
害を防止することで農業経営の安定を図
る。

30％以内
上限 20 万円
下限 2 万円

10 ａ以上
村税等完納者

果樹園造成（苗木購入）
補助事業

果樹苗木購入に対して補助を行うことに
より、投資の軽減・果樹園の造成集積を
図り、農業経営の安定と農業所得の増大
を図る。

30％以内
上限 20 万円
下限 2 万円

1 団地 10 ａ以上
１品目 20 本以上
村税等完納者

６次産業化推進事業 加工等機械・施設整備 定率以内 新規購入・更新

農道等整備事業
農道等の整備を行うことで農作業の軽
減、農地の高度利用と農業者の経営安定
を図る。

農道の新設・改修など
延長 50m 以上
幅員 2.0 ｍ以上
面積 30㎡以上

事業費の 30％以内
舗装は原材料 90% 以内

耕作路・作業路など
延長50m未満
幅員2.0ｍ未満

事業費の 30％以内
上限 20 万円
下限 2 万円
舗装は原材料 90％以内

“がんばる農家”支援事業（球磨村産業振興対策事業）
農業の振興を目的に、次のとおり平成 28 年度の補助事業を行います。ぜひご活用ください。《農業経営に補助金制度》

　住民総参加による創意と工夫により、「活力ある共助のむらづくり」や「日本で最も美しいむらづくり」を推進す
るため、26 年度に「球磨村共助のむらづくり支援事業補助金」を創設しました。昨年度は 80 件を超える事業に補
助金が交付されました。本年度も行政区や班、集落、地域コミュニティ組織などのさまざまな活動を予算の範囲内で
支援していきますので、ぜひご活用ください。

▌補助金の活用事例
◎地区内のゴミ拾いや除草作業を行いたい！
⇒　従事した人への賃金、軍手・ホウキ・刈払機の替え
　　刃の購入費、刈払機の燃料代などを助成します。
　　※賃金については、個別に上限額があります。
◎地域で夏祭りを開催したい！
⇒　放送器具・出店器材・発電機のリース料、発電機の
　　燃料代、出演者への報償費などを助成します。
◎地域で健康教室を開催したい！
⇒　会場使用料や講師謝金などを助成します。

▌支援の対象となる活動
○地域内外の交流を目的とした夏祭りなどのイベント開催
○美しいむらづくりを目的とした花いっぱい運動、美化
　作業、清掃作業などの生活環境整備
○高齢者支援や健康づくりのための活動
○防犯、防災、交通安全のための活動　　　　　　など

▌補助率と限度額
○補助率：10 分の 10　○限度額：10 万円

自治会活動保険をご存知ですか？
　地域での活動には、除草作業中の事故などさまざまな損害やリスクが伴う場合があります。民間の保険会社には、
そのようなもしもの時に役に立つ自治会活動保険があります。地域の皆さんが安心して活動に取り組めるよう、保険
について話し合ってみてはいかがですか？

まずはお気軽にご相談ください！
　支援の対象となる活動のお問い合わせや申請書類の作成などについては、行政区担当職員や
企画振興課企画広報係（☎ 32-1114）にご相談ください。

共助のむらづくり
支援事業補助金

地域づくり活動に活用しませんか？受付開始！

地域の美化活動 地域の夏祭り 地域の健康教室

※申請には、見積書や着工前の現地写真が必要になります。
　事前にお問い合わせください。

問い合わせ　産業振興課農業係　☎（32）1115
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お
知
ら
せ

平
成
28
年
度
住
民
健
診

　
本
年
度
も
６
月
に
健
診
申
込
を
行
い
11

月
に
集
団
健
診
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
同

時
に
医
療
機
関
で
の
個
別
健
診
も
実
施
予

定
で
す
。
今
後
、
健
診
の
お
知
ら
せ
を
広

報
紙
に
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の
で
受
診
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

健
康
衛
生
課
保
健
予
防
係

☎（
３
２
）１
１
３
９

情報の窓口
　

20
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で
あ
っ
て

も
国
民
年
金
に
加
入
し
、
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
学
生
は
一
般
的
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
に
お
い
て
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、
学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及

び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ

る
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
で
、
本
人
の

前
年
所
得
が
１
１
８
万
円
（
扶
養
親
族
等

が
あ
る
場
合
は
そ
の
人
数
×
38
万
円
を

１
１
８
万
円
に
加
え
た
額
）
以
下
の
人
で

す
。

　
い
き
い
き
元
気
栄
養
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

実
施
日　
６
月
13
日
㈪

内
容
　
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食
事

づ
く
り
、
軽
い
運
動

場
所　
神
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー
た
か
お
と

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

参
加
費　
無
料

持
参
物　
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物

申
込
締
切　
６
月
８
日
㈬

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
福
祉
係　

☎（
３
２
）１
１
１
２

※
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
ス
タ
ッ
フ
に
も
お
尋

　
ね
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例

制
度
の
ご
案
内

　
球
磨
村
簡
易
水
道
は
、
加
入
者
の
皆
さ

ん
の
水
道
料
金
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
平
・
公
正
を
保
つ
た
め
、
水
道
使
用
料

金
は
、納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
給
水
停
止
は
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
て

い
た
だ
か
な
い
人
で
、
督
促
状
、
催
促
状

な
ど
に
対
し
て
、
応
じ
な
い
場
合
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、口
座
の
振
替
日
は
毎
月
末
（
休・

祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

健
康
衛
生
課
生
活
環
境
係

☎（
３
２
）１
１
３
９

水
道
料
金
は
納
期
限
ま
で
に
納
め

ま
し
ょ
う

い
き
い
き
元
気
栄
養
教
室

　〝
い
き
い
き
〟
健
康
塾
を
開
催
し
ま
す
。

実
施
日　
①
６
月
20
日
㈪

　
　
　
　
②
６
月
22
日
㈬

内
容　
①
サ
ー
キ
ッ
ト
チ
ェ
ア
エ
ク
サ
サ

　
　
　
　
イ
ズ
塾

　
　
　
②
美
姿
勢
！
ひ
め
ト
レ
塾

場
所　
①
神
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー
た
か
お
と

　
　
　
②
球
磨
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

　
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し

て
汚
水
を
処
理
す
る
装
置
な
の
で
、
微
生

物
が
働
き
や
す
い
環
境
を
保
つ
よ
う
に
維

持
管
理
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
次
の
３
つ
の
こ
と
が
、

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
保
守
点
検
を
行
う

・
浄
化
槽
の
機
能
を
正
常
に
保
つ
た
め
の

　
点
検
、
調
整
、
修
理
、
消
毒
剤
の
補
給
、

　
ブ
ロ
ワ
の
調
整
な
ど
を
行
う

②
清
掃
を
行
う

・
浄
化
槽
内
に
生
じ
た
汚
泥
な
ど
の
引
き

　
出
し
や
調
整
、
機
器
類
の
掃
除
・
洗
浄

　
な
ど
を
行
う

③
法
定
検
査
を
行
う

・
浄
化
槽
か
ら
の
放
流
水
の
水
質
に
関
す

　
る
検
査
で
、
使
用
開
始
後
３
～
８
ヶ
月

　
の
間
に
行
う
設
置
後
な
ど
の
水
質
検
査

　
（
７
条
検
査
）
と
、
年
に
１
回
定
期
的

　
に
行
う
定
期
検
査
（
11
条
検
査
）
の
２

　
種
類
が
あ
り
ま
す

　
希
望
す
る
場
合
は
、
年
金
手
帳
な
ど
基

礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
、
認
印
、
学

生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
を
お
持
ち
の
う

え
、
役
場
住
民
福
祉
課
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

八
代
年
金
事
務
所

☎
０
９
６
５（
３
５
）６
１
２
３

住
民
福
祉
課

☎（
３
２
）１
１
１
２

※
管
理
が
不
十
分
だ
と
、
浄
化
槽
本
来
の

機
能
が
発
揮
さ
れ
ず
、
故
障
の
原
因
や
河

川
な
ど
の
水
質
汚
濁
の
原
因
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
大
切
な
川
や
海
を
汚
さ
な
い
た

め
に
、
３
つ
の
義
務
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ

①
②
人
吉
衛
生
設
備
管
理
有
限
会
社

☎（
２
２
）５
２
０
０

③
公
益
社
団
法
人
熊
本
県
浄
化
槽
協
会 

☎
０
９
６（
２
８
４
）３
３
５
５

健
康
衛
生
課
生
活
環
境
係

☎（
３
２
）１
１
３
９

　
野
焼
き
の
煙
に
よ
っ
て
、
周
辺
住
民
の

皆
さ
ん
が
迷
惑
し
て
い
ま
す
！

「
ご
み
を
燃
や
し
て
い
る
の
は
、
う
ち
だ

け
で
は
な
い
」「
迷
惑
は
か
け
て
い
な
い
」

と
思
っ
て
い
る
と
、
周
辺
住
民
と
の
ト
ラ

ブ
ル
に
発
展
し
ま
す
。

　
野
焼
き
は
、
例
外
を
除
き
廃
棄
物
処
理

法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
野
焼
き
の
煙

は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物
質
を

発
生
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
周
辺
住
民
の

生
活
の
迷
惑
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
最

悪
の
場
合
は
、
火
事
に
な
る
恐
れ
も
あ
り

ま
す
。
ご
み
は
野
焼
き
せ
ず
に
、
決
め
ら

れ
た
収
集
日
に
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
事
業
所
か
ら
の
ご
み

は
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
、
適
正
に
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
次
の
よ
う
な
焼
却
行
為
は
廃
棄
物
処
理

法
に
違
反
し
ま
す
の
で
罰
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

・
地
面
の
上
で
直
接
ご
み
を
燃
や
す
こ
と

・
ド
ラ
ム
缶
や
一
斗
缶
、
掘
っ
た
穴
で
ご

　
み
を
燃
や
す
こ
と

・
ブ
ロ
ッ
ク
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
で
囲
っ

　
た
中
で
ご
み
を
燃
や
す
こ
と

・
ド
ラ
ム
缶
に
煙
突
を
付
け
た
だ
け
の
よ

　
う
な
簡
易
な
焼
却
炉
で
ご
み
を
も
や
す

　
こ
と

　
野
焼
き
な
ど
の
違
反
行
為
を
し
た
場
合

は
、
５
年
以
下
の
懲
役
又
は
１
千
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
煙
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
火

ご
み
の
野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
！

災
と
思
わ
れ
、
消
防
署
・
警
察
へ
通
報
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

健
康
衛
生
課
生
活
環
境
係

☎（
３
２
）１
１
３
９

球
磨
村
す
ま
い
る
会
総
会

　
球
磨
村
す
ま
い
る
会
総
会
を
開
催
し
ま

す
。

期
日　
６
月
５
日
㈰

場
所　
渡
多
目
的
集
会
施
設

時
間　
午
前
11
時
か
ら

年
会
費　
１
０
０
０
円

参
加
者　
ひ
と
り
親
家
庭
（
母
子
家
庭
・

父
子
家
庭
・
寡
婦
）

※
会
員
以
外
の
人
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

　
い
。
子
育
て
の
こ
と
、
仕
事
の
こ
と
、

　
ひ
と
り
親
の
悩
み
な
ど
な
ん
で
も
話
し

　
合
い
、
励
ま
し
合
え
る
仲
間
を
つ
く
り

　
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ

球
磨
村
す
ま
い
る
会
会
長　
大お

お
せ瀬
由ゆ

み

こ

美
子

☎（
３
２
）１
１
２
４

　
近
年
、
山
菜
採
り
を
す
る
際
に
、
私
有

地
に
無
断
で
侵
入
し
、
地
権
者
に
多
大
な

迷
惑
を
か
け
て
い
る
例
が
見
ら
れ
ま
す
。

マ
ナ
ー
を
守
り
地
域
に
迷
惑
を
か
け
な
い

行
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
行
政
相
談
は
、
皆
さ
ん
の
行
政
に
対
す

る
苦
情
や
疑
問
を
相
談
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
も
の
で
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
日
　
６
月
15
日
㈬

時
間
　
午
前
10
時
～
正
午

場
所
　
球
磨
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
清
流
館　
第
２
会
議
室

対
応
者
　
毎ま

い
と
こ床
喜き

よ

と

し

代
利　
委
員

問
い
合
わ
せ
　

総
務
課
総
務
係

☎（
３
２
）１
１
１
１

成
年
後
見
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
を
虐
待
や
消

費
者
被
害
か
ら
保
護
し
、
安
心
な
暮
ら
し

を
支
援
す
る
た
め
、
成
年
後
見
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

演
題　
成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
仕
方

講
師　
熊
本
家
庭
裁
判
所

期
日　
６
月
12
日
㈰

場
所　

あ
さ
ぎ
り
町
深
田
校
区
公
民
館

消
防
団
夏
期
訓
練

　
消
防
団
夏
期
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

期
日　
６
月
５
日
㈰

時
間　
午
前
９
時
～

場
所　
球
磨
村
総
合
運
動
公
園

訓
練
内
容

消
防
規
律
訓
練
・
救
急
救
命
訓
練
・
新
入

団
員
基
礎
訓
練

※
夏
期
訓
練
に
並
行
し
て
献
血
推
進
運
動

　
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
防
災
交
通
係

☎（
３
２
）１
１
１
１

献
血
推
進
運
動

　
献
血
推
進
運
動
を
次
の
２
カ
所
で
行
い

ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

期
日　
６
月
５
日
㈰

時
間
・
場
所

【
球
磨
村
総
合
運
動
公
園
】

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

【
渡
多
目
的
集
会
施
設
】

午
後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

※
午
前
中
は
、
消
防
団
員
を
優
先
し
て
実

　
施
し
ま
す
。

持
参
物

献
血
カ
ー
ド
・
身
分
証
明
書
（
免
許
証
な

ど
）

問
い
合
わ
せ

健
康
衛
生
課
保
健
予
防
係

☎（
３
２
）１
１
３
９

「
せ
き
れ
い
館
」

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

申
込
締
切　
６
月
６
日
㈪

問
い
合
わ
せ

人
吉
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
２
４
）８
８
０
０

　

　
　
　
タ
ー
清
流
館　
第
２
会
議
室

時
間　
午
前
10
時
～
午
前
11
時

参
加
費　
無
料

持
参
物　
室
内
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル
・
飲

　
　
　
　
み
物

問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係

☎（
３
２
）１
１
１
２

相
　
　
談

行
政
相
談

〝
い
き
い
き
〟
健
康
塾

山
菜
採
り
の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま

し
ょ
う

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
皆
さ
ん

へ
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　球磨村公式ウェブサイトのデザインや機能をリニューアルし、行政・観光情報などの検索が簡単にできるよ
うになりました。村の情報を幅広く発信していますので、ぜひご利用ください。今後もより多くの皆さんに親
しんでもらえるウェブサイトを目指し、村の情報発信力の強化に努めていきます。
●ここが変わりました！
・トップページで「行政情報」と「観光情報」の選択ができ、検索窓や新着情
　報を配置しています。
・「行政情報」では、村の移住・定住とふるさと納税に関する特設ページを設け
　ました。
・スマートフォンやタブレット端末の画面表示に対応しています。

問い合わせ　企画振興課企画広報係　☎（32）1114

相
　
　
談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

受
付
時
間　
午
後
２
時
～
午
後
３
時
（
要

予
約
）
※
１
回
に
つ
き
２
人
ま
で

日
程

６
月
９
日
㈭

担
当
医
：
村む

ら
か
み上
良り

ょ
う
じ磁　
医
師

場
所
：
人
吉
保
健
所

６
月
24
日
㈮

担
当
医
：
村む

ら
た田
良り

ょ
う
す
け介　
医
師

場
所
：
多
良
木
町
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

人
吉
保
健
所
保
健
予
防
課

☎（
２
２
）３
１
０
７

募
　
　
集

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。
現
在
、
10
月
入
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
資
料
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

募
集
学
生
の
種
類

教
養
学
部

・
科
目
履
修
生
（
6
カ
月
在
学
し
、
希
望

　
す
る
科
目
を
履
修
）

・
選
科
履
修
生
（
1
年
間
在
学
し
、
希
望

　
す
る
科
目
を
履
修
）

・
全
科
履
修
生
（
4
年
以
上
在
学
し
、
卒

　
業
を
目
指
す
）

大
学
院

・
修
士
科
目
生
（
6
カ
月
在
学
し
、
希
望

　
す
る
科
目
を
履
修
）

・
修
士
選
科
生
（
1
年
間
在
学
し
、
希
望

　
す
る
科
目
を
履
修
）

出
願
期
間

6
月
15
日
㈬
～
8
月
31
日
㈬
、
9
月
1
日

㈭
～
9
月
20
日
㈫

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
出
願
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
）

資
料
請
求（
無
料
）先
・
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
４
１
）０
８
６
０

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.ouj.ac.jp

　
パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

日
程

①
基
本
操
作
コ
ー
ス

７
月
～
８
月
の
土
曜
日
の
う
ち
８
日
間

②
ビ
ジ
ネ
ス
活
用
コ
ー
ス

７
月
～
８
月
の
月
・
水
・
金
曜
日
の
う
ち

20
日
間

時
間

①
午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
８
月
20
日
・

27
日
の
み
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分
）

②
午
後
７
時
～
９
時
（
８
月
22
日
・
24
日

の
み
午
後
６
時
30
分
～
午
後
９
時
）

会
場

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員　
①
②
各
10
人(

先
着
順)

申
込
期
間　
①
②
６
月
28
日
㈫
ま
で

受
講
料　
１
万
２
千
円

※
テ
キ
ス
ト
代
・
消
費
税
込
み

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

職
業
訓
練
法
人
人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

☎（
２
２
）２
４
７
５

情報の窓口

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生
募
集

自
衛
官
募
集
採
用
試
験

　
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

試
験
日　

筆
記
・
面
接
試
験

５
月
27
日
㈮
・
６
月
18
日
㈯
・
６
月
26
日

㈰筆
記
・
面
接
試
験
・
身
体
検
査

７
月
10
日
㈰
か
17
日
㈰
の
い
ず
れ
か（
未

定
）・
８
月
上
旬（
日
程
未
定
）海
上
自
衛

隊
の
み

試
験
対
象・受
験
資
格

自
衛
官
候
補
生（
陸
海
空
男
子
）

18
歳
以
上
27
歳
未
満（
中
卒
可
）

受
付
期
間　
８
月
上
旬
ま
で

問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
人
吉
地
域
事

務
所

☎（
２
２
）４
７
０
４

税
務
職
員
採
用
試
験

　
人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国
税
局
で

は
、
税
務
職
員
採
用
試
験
の
受
験
者
を
募

集
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し
込
み

６
月
20
日
㈪
～
29
日
㈬

②
郵
送
・
持
参
に
よ
る
申
し
込
み

６
月
20
日
㈪
～
22
日
㈬

※
試
験
に
関
す
る
詳
細
は
、
次
の
と
こ
ろ

　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

人
吉
税
務
局

☎（
２
３
）２
３
１
１

こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談

　
保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日　
６
月
16
日
㈭

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所　
役
場
や
自
宅

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。
ま
ず
は
電
話
で

　
住
民
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係
ま
で
お

　
申
込
み
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容

出
産
の
不
安
・
子
ど
も
の
発
達
の
心
配
、

子
育
て
の
悩
み
・
子
ど
も
の
不
登
校
・
介

護
疲
れ
・
借
金
問
題
・
家
庭
（
家
族
）
の

心
配
ご
と
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
や
ア
ル
コ
ー

ル
、
買
い
物
に
の
め
り
込
ん
で
や
め
ら
れ

な
い
・
職
場
・
学
校
の
対
人
関
係
の
悩
み
・

・
家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
扶
養
・
嫁
・

　
姑
な
ど
）
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
と
き

・
相
隣
関
係
（
通
行
・
排
水
・
境
界
・
日

　
照
な
ど
）
で
困
っ
て
い
る
と
き

・
借
地
、
借
家
（
不
当
な
明
け
渡
し
、
家

　
賃
値
上
げ
、家
賃
の
滞
納
な
ど
）で
困
っ

　
て
い
る
と
き

・
相
続
・
遺
言
（
相
続
人
・
遺
産
分
割
・

　
遺
言
の
方
法
な
ど
）
で
悩
ん
で
い
る
と

　
き

・
人
権
問
題
（
名
誉
や
信
用
の
侵
害
・
公

　
害・差
別・い
じ
め・体
罰
な
ど
）で
困
っ

　
て
い
る
と
き

・
外
国
人
が
生
活
環
境
や
価
値
観
等
の
相

　
違
で
困
っ
た
り
、
悩
ん
だ
り
し
て
い
る

　
と
き

・
金
銭
問
題
（
保
証
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ

　
ラ
金
な
ど
）
で
困
っ
て
い
る
と
き

・
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
心
配
ご
と
や
困
り

　
ご
と
で
悩
ん
で
い
る
と
き

実
施
日　
６
月
１
日
㈬

場
所　
球
磨
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
清
流
館
第
１
会
議
室

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

担
当
者
【
人
権
擁
護
委
員
】

・
板い

た
ざ
き﨑
壽じ

ゅ
い
ち一
（
友
尻
）

　
☎（
３
２
）１
１
５
９

憂
鬱
な
気
分
が
続
く
・
眠
れ
な
い
・
家
庭

内
暴
力
（
妻
、
夫
、
恋
人
、
子
ど
も
）
な
ど

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係

☎（
３
２
）１
１
１
２

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

・
上う

え
は
ら原
正ま

さ
ひ
ろ博
（
木
屋
角
）

　
☎（
３
４
）０
０
２
０

・
吉よ

し
だ田
智と

も
こ子
（
茶
屋
）  

　
☎（
３
３
）０
０
４
６

＊
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、毎
年
6
月
1
日
の
「
人
権
擁
護

　
委
員
の
日
」
を
中
心
に
人
権
尊
重
思
想

　
の
重
要
性
に
つ
い
て
啓
発
が
行
わ
れ
ま

　
す
。

○
虐
待
の
種
類

・
身
体
的
虐
待

・
心
理
的
虐
待

・
経
済
的
虐
待

・
性
的
虐
待

・
世
話
や
介
護
の
放
棄

○
な
ぜ
高
齢
者
虐
待
は
起
き
る
？

・
介
護
疲
れ

・
介
護
に
関
す
る
知
識
不
足

・
認
知
症
の
言
動
に
対
す
る
混
乱
や

　
拒
絶
、
怒
り

・
高
齢
者
と
介
護
者
の
関
係

・
お
互
い
の
性
格

・
生
活
苦　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

こ
れ
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
重
な

り
、
虐
待
は
発
生
し
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
の
悩
み
を
打
ち
明
け

た
り
、
相
談
し
た
り
す
る
相
手
が
お

ら
ず
、
周
囲
も
理
解
し
て
く
れ
な
い

な
ど
介
護
者
が
孤
立
し
て
し
ま
い
、

心
身
共
に
追
い
詰
め
ら
れ
、
ス
ト
レ

ス
発
散
の
矛
先
が
高
齢
者
に
向
か
っ

て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
虐
待
を
防
ぐ
に
は
？

　
介
護
を
一
人
で
担
う
こ
と
は
身
体

包
括
だ
よ
り

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
住
民
福
祉
課
内
）　
☎（
３
２
）１
１
１
２

「
高
齢
者
虐
待
」

　
こ
こ
数
年
、
ニ
ュ
ー
ス
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
社
会
問
題
の
ひ
と

つ
で
あ
る
高
齢
者
虐
待
は
、
ど
ん
な
家
庭
で
も
起
こ
り
う
る
問
題
で
す
。

　
無
意
識
の
う
ち
に
虐
待
を
し
て
し
ま
っ
た
り
、
高
齢
者
の
た
め
と
思
っ

て
と
っ
た
行
動
が
、
虐
待
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

的
に
も
精
神
的
に
も
、
と
て
も
難

し
い
こ
と
で
す
。
一
緒
に
住
ん
で

い
る
家
族
が
い
る
な
ら
介
護
を
分

担
す
る
な
ど
、
協
力
し
合
い
ま

し
ょ
う
。
直
接
、
介
護
の
協
力
が

で
き
な
い
と
い
う
人
は
、
電
話
な

ど
で
介
護
者
の
話
を
聞
く
だ
け
で

も
支
援
に
な
り
ま
す
。
介
護
を
一

人
に
任
せ
き
り
に
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
も

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

球磨村公式ウェブサイトをリニューアル！
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　神瀬保育園児は、母の日に大好きなお母さんの顔を描
きプレゼントしました。３～５歳児さんははがきです。
保育士が「お目目はどんな？」「眉毛は？」「髪の毛は？」
と声を掛けると「お目目の上は紫色だよ」「髪の色は茶
色でこの位の長さ」と会話しながら描きました。できあ
がったはがきは郵便局で「母の日に届けてください」と

陽だまり 球磨村地域子育てセンター“陽だまり”
〒 869-6401球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL：（33）0125 FAX：（33）0173 ホームページ：http://www.kmbb.jp/watari/

「母の日」～大好きなお母さんのために心を込めたプレゼント～　＜神瀬保育園＞
お願いし、お母さんをびっくりさせるため、感謝の言葉
と共に郵送しました。１・２歳児はクレヨンでお母さん
の顔（グルグルの線に点点だけ）を描き、色紙を貼った
額に入れて手渡すと「ありがとう！」とぎゅーとだっこ
をしてもらいました。その年齢でしかできない「ありが
とう」を伝えて子どもたちはお母さんを幸せにします。

【１歳６カ月児健診】

陽だまりサロンでは、毎回、
育児講座やフリートークな

ど、球磨村で子育て中の親子やマ
タニティーの皆さんで楽しく過ご
しています。上記の日程をご覧の
上、どうぞお気軽にご参加くださ
い。お待ちしています！（初めて参
加する人は電話でご連絡ください）

陽だまり ６月行事予定
  1 日㈬　 陽だまりサロン
  8 日㈬    陽だまりサロン
　　　　　ベビーマッサージ
15 日㈬	　ママ誕生会・ヨガ
16 日㈭　 ３歳６カ月児健診
23 日㈭　 陽だまりサロン
25 日㈯　 りんごの木サークル
30 日㈭　 陽だまりサロン
＊都合により変更する場合があり
　ますのでご了承ください。

【陽だまりサロン】

のりを付けてペタペタ上手
にできるよ

笑っているママの顔が大好
き

マ マ に は 内 緒 だ も ん ね、
ビックリするかなぁ…

ぼくのお母さんに届けてく
ださい

＜簡単パン作り＞

パンの生地にバナナと餡子
をいれてみよう！

パン生地を分割して、丸め
て２次発酵へ

生地をめん棒で伸ばしてい
ます

美味しくてかわいいパンがたくさんできました。

＜ソーイング＞
赤ちゃん用の帽子やかぼちゃパンツなど、皆さんで楽しく作りました

型紙から布地をかたどって
裁断。ママたちも真剣です

熊本市から地震で避難して
きたママも参加

すやすや…
おやすみなさい♥

陽だまりパンの完成

みんな
大きくなったね！

平成 28 年熊本地震に関する情報
　４月 14 日、午後９時 26 分頃、熊本地方を震源とする地震が発生し、震度７を観測した益城町をはじめ、九州各
地を大きな揺れが襲いました。さらに 16 日、午前 1 時 25 分頃にも大規模な地震が発生。阿蘇西原村では震度７を
観測し、各地で家屋の倒壊や土砂崩れなどが発生し、ライフラインにも甚大な影響をもたらしました。
　今回の地震で多数の死傷者や避難者が発生しています。現在も余震が続いており、まだまだ予断を許さない状況で
す。今後、発表される情報をよく確認し、地震が発生した際にはまず「命」を最優先に、落ち着いた行動をとるよう
にしましょう。

災害に対するご家庭での備え
●家具の置き方、工夫していますか？
・家具が転倒しないよう、壁に固定したり、向きや配置を工夫しましょう。
・手の届くところに、懐中電灯やスリッパなどを備えておきましょう。

●食料・飲料などの備蓄、十分ですか？
・食料・飲料・生活必需品などの備蓄の例（人数分用意しましょう）
　飲料水、非常食（ご飯（アルファ米など）・ビスケット・板チョコ・乾パンなど）、トイレットペーパー、マッチ、
　ろうそく、カセットコンロ　など
　※その他、非常時に持ち出すべきものをあらかじめバッグに詰めて、いつでも持ち出せるようにしておきましょう。

●ご家族同士の安否確認方法、決まってますか？
・災害用伝言ダイヤル
　局番なしの「171」に電話をかけると伝言を録音でき、自分の電話番号を知っている家族などが、伝言を再生でき
　ます。
・災害用伝言板
　携帯電話などからインターネットサービスを使用して文字情報を登録し、自分の電話番号を知っている家族などが、
　情報を閲覧できます。

●避難場所や避難経路確認していますか？
・災害が起きた時にあわてずに避難するためにも、避難場所、避難経路を事前に確認しておきましょう。
　※５月 10 日に村の防災マップを各世帯に配布しています。村の防災に関する情報を掲載していますので、ご確認
　　ください。

　村では引き続き義援金の受け付けを行っています。村民の皆さまの
温かいご支援とご協力をお願いします。

　受付場所：球磨村役場総務課
　設置時間：午前８時 30 分から午後 5 時まで

義援金のご協力をお願いします
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球磨村青年団 A youngman's power

【
肥
後
狂
句
】

待
て
よ　
ち
ょ
っ
と
変
だ
よ　
孫
の
声

楽
な
も
ん　
無
理
な
仕
事
は　
部
下
任
せ

寄
り
つ
か
ん　
親
の
介
護
は　
う
っ
ち
ょ
い
て

有
難
い　
八
十
過
ぎ
て　
医
者
知
ら
ず　
　
　
　
　
　
日
當
山
岳

知
ら
ん
顔　
出
張
先
は　
バ
ー
だ
っ
た

盛
り
上
り　
戻
ら
れ
ん　
井
戸
端
会
議

浮
草　
ま
る
で
「
寅
さ
ん
」　
見
る
如
る　
　
　
　
　
鳥
飼
竜
胆

【
川
柳
】

五さ
つ
き月

き
て　
地な

い震
が
ゆ
さ
ぶ
る　
肥
後
の
国

こ
の
節
句　
菖
蒲
の
香
り　
湯
も
香
る

新
茶
酌
む　
妻
と
吾
と
の　
心
を
つ
な
ぐ　
　
　
　
　
上
村
義
喜

お
ち
こ
む
日　
猫
に
話
し
て　
癒
さ
れ
る

夫
が
逝
き　
甥
も
旅
だ
ち　
千
の
風　
　
　
　
　
　
　
カ
ヅ
子

【
短
歌
】

欣
一
様
の　
い
よ
い
よ
お
立
ち
か　
満
中
院

　
胸
に
き
ら
め
く　
旭
日
双
光
章

鹿
猿
の　
出
没
し
き
り　
山
里
に

　
そ
れ
に
も
負
け
ず　
又
種
を
蒔
く　
　
　
　
　
　
　
山
本
露
子

楮
木
区
で　
総
出
の
掃
除
す　
新
緑
に

　
笑
い
響
い
て　
元
気
い
っ
ぱ
い　
　
　
　
　
　
　
　
犬
童
幸
子

遺
影
に
も　
ミ
ニ
雛
飾
り　
あ
ら
れ
供そ

え

　
「
亡あ

な
た娘
の
孫
は　
初は

つ
び
な雛
で
す
」
と
ふ

我わ

が
仕
舞　
記
憶
に
残
ら
ぬ　
事
多
く

　
認
知
の
進
み　
空
恐
ら
し
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
津
子

震
度
七　
恐
怖
の
余
震　
い
つ
ま
で
続
く

　
地
の
神
な
に
を　
怒
り
給
ふ
や　
　
　
　
　
　
　
　
大
原
千
佳

文
芸
の
広
場

※
原
稿
は
、
毎
月
10
日
ま
で
に
企
画
振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

人口・世帯の動き
（５月１日現在）

人　口 前月比

世帯数（戸） 1,532 6

人　口（人） 3,923 ‐5

男　性（人） 1,852 1

女　性（人） 2,071 ‐6

高齢化率（％） 41.7

４
月
届
け
出
分
（
敬
称
略
）

▼
ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
氏
名
　
　
　
　
　
地
区

　
簑み

の
だ田　

啓ひ
ろ
し　

　
　
舟
戸

　
岡お

か
む
ら村　

智と
も
こ子　

　
人
吉
市

　
北き

た
む
ら村　

亘わ
た
る　

　
　
野
々
原

　
井い

の
く
ち口　

亜あ

き紀　
　
立
野

▼
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す　

　
氏
名　
　
　
　
　
年
齢　
地
区

　
毎ま

い
と
こ床　

義よ
し
つ
ぎ嗣　

　
86
歳　
柳
詰

　
蔀し

と
み　

美み
つ
ぎ繼　

　
　
79
歳　
蔀

　
浦う

ら
の野　

ミ
ユ
キ　
92
歳　
浦
野

　
牟む

れ禮　
照て

る
し　

　
　
90
歳　
大
瀬

　
水み

ず
し
の篠　

伸の
ぶ
こ子　

　
74
歳　
水
篠

　
今い

ま
む
ら村　

義よ
し
か
つ勝　

　
86
歳
　
島
田

戸
籍
の
窓

寿

社 協 だ よ り

寄
せ
ら
れ
た
寄
付

　
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
哀
悼
の
意

を
表
し
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

〈
４
月
分
〉

蔀し
と
み　
フ
ク
エ　
様
（
故　
美み

つ
ぎ繼　
様
）

毎ま
い
と
こ床　
清き

よ
み美　
様
（
故　
義よ

し
つ
ぎ嗣　
様
）

浦う
ら
の野　
勲い

さ
お　
　
様
（
故　
ミ
ユ
キ　
様
）

蔀し
と
み　
洋よ

し
の
り典　
　
様
（
故　
ミ
ド
リ　
様
）

水み
ず
し
の篠　
喜よ

し
ろ
う朗　
様
（
故　
伸の

ぶ
こ子　
様
）

　
皆
さ
ま
の
ご
厚
意
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
地
域
福
祉
の
推
進
の

た
め
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　本年度、球磨村青年団に新
たに入団した３人を紹介しま
す。これから若い力で頑張っ
てくれると思いますので、皆
さんよろしくお願いします！

寿

坂本　壮真さん
球磨村を全国にアピールし
ていきたいと思います！

吐合　未樹さん
いろんな活動に参加してい
きたいです！

榎本　信矢さん
４月から村民となりました。
楽しんで活動します！

新入団員を募集しています !!
　日頃の青年団活動を随時フェイスブックに掲載しています。
　私たちと一緒に、球磨村を盛り上げてみませんか？青年団に
興味のある人は、ぜひ「球磨村青年団」で検索してみてください。
青年団に入りたいと思った人はいつでもご連絡ください。メッ
セージお待ちしています !!

新 入 団 員
紹 介

　
４
月
14
日
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
災
害

に
よ
っ
て
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
被
災
し
、

後
片
付
け
な
ど
で
困
っ
て
い
ま
す
。
本
村

で
も
、
行
政
を
は
じ
め
各
種
団
体
、
社
協

そ
の
他
多
く
の
皆
さ
ん
が
支
援
活
動
な
ど

に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
災
害
は

規
模
が
大
き
く
広
範
囲
に
わ
た
る
た
め
、

復
興
ま
で
に
は
長
期
間
を
要
す
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
今
後
の
展
開
と
し
て
は
、
5
月
中
に
は

市
営
・
町
営
住
宅
へ
の
引
っ
越
し
、
6
月

か
ら
は
仮
設
住
宅
へ
の
引
っ
越
し
な
ど
に

よ
り
、
少
し
ず
つ
被
災
者
の
日
常
生
活
確

保
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
今
後
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
は
さ
ら
に
必
要
と

な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
球
磨
村
社
協
で
は
、
今
後
も
長
期
的
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。「
被
災

地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
」「
義

援
金
を
送
り
た
い
」
と
い
う
人
は
、
お
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

球
磨
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
３
２
）０
０
２
２

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
は
、
村
民

の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
会
費
・
寄

附
金
・
共
同
募
金
配
分
金
と
行
政
か
ら

の
補
助
金
な
ど
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
本
年
度
も
、
区
長
班
長
の
皆
さ
ま
に

お
願
い
し
て
村
内
の
各
戸
別
よ
り
社
協

会
費
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
会
費
は
社
会
福
祉
協

議
会
が
実
施
す
る
地
域
福
祉
事
業
を
行

う
財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
福
祉
活
動
な
ど

「
福
祉
の
村
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け

て
の
大
切
な
財
源
で
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
を
ご
理
解

い
た
だ
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
義
援
金
募
集

災害ボランティアに参加する皆さんへ

【活動内容】
①被災者の住居の片付け、敷地内のがれきの除去
②避難所でのお手伝い（食事の配膳、救援物資の配布
　など）
③救援物資の仕分け（衣類、食料、衛生用品など）
④災害ボランティアセンター運営のお手伝いなど

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。

・
自
己
責
任
で
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

【会費（年額）】
一般会員：500 円　特別会員：5,000 円（個人・団体）

　
日
常
生
活
、
あ
ら
ゆ
る
悩
み
や
心
配
ご

と
に
応
じ
適
切
な
助
言
や
援
助
を
行
い
ま

す
。
個
人
情
報
、
相
談
内
容
な
ど
は
秘
密

を
厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

相
談
日　
毎
月
第
４
金
曜
日

時
間　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ

問
い
合
わ
せ

球
磨
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
３
２
）０
０
２
２

心
配
ご
と
相
談

～
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
～

社 協 会 費 の お 願 い
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６月　行事予定

各施設の略称

日 月 火 水 木 金 土
１
特設人権相談
午前 10 時～（清流館）

２ ３ ４

５
消防団夏期訓練
午前 9 時～（運公）

６ ７ ８ ９ 10
区長文書

11

12
田植え体験
午前 10 時～（さんがうら）

13
いきいき元気栄養教室
午前 10 時～（たかおと）

14 15
行政相談
午前 10 時～（清流館）

16
3歳６カ月児健診
午後１時～（渡多）
こころの悩み相談
午後１時 30 分～午後４時
30 分（清流館）

17
ジャズの夕べチャリ
ティコンサート
午後6時30分～（やまなみ）

18

19 20
“いきいき”健康塾
午前 10 時～（たかおと）

21 22
“いきいき”健康塾
午前 10 時～（清流館）

23 24 25
中体連大会

（人吉球磨一円）

26
中体連大会

（人吉球磨一円）

27
区長文書

（広報くまむら発行）

28 29 30

清流館……球磨村コミュニティセンター清流館
渡多………渡多目的集会施設
神多………神瀬多目的集会施設
せせらぎ…高齢者生活福祉センターせせらぎ
たかおと…神瀬福祉センターたかおと

やまなみ……石の交流館やまなみ
かわせみ……一勝地温泉かわせみ
運公…………球磨村総合運動公園
さんがうら…田舎の体験交流館さんがうら
渡保…………渡保育園

こがね…こがね保育園
神保……神瀬保育園
渡小……渡小学校
一小……一勝地小学校
球中……球磨中学校

19日㈰

犬童耳鼻咽喉科（多良木町） ☎（43）0777

岩井クリニック（あさぎり町） ☎（49）2181

やまむら医院（あさぎり町） ☎（45）0005

26日㈰

犬童内科胃腸科医院（あさぎり町） ☎（45）1125

権藤医院（相良村） ☎（36）0008

増田クリニック小児科（人吉市） ☎（22）3570

６月  休日在宅当番医　　※都合により変更になる場合がありますので、受診する人は事前に医療機関にご確認ください。

５日㈰

増田耳鼻咽喉科クリニック（あさぎり町） ☎（45）8001

緒方医院（相良村） ☎（35）0131

公立多良木病院小児科（多良木町） ☎（42）2560

12日㈰

東病院（あさぎり町） ☎（45）5711

たかの眼科（あさぎり町） ☎（47）2550

人吉医療センター小児科（人吉市） ☎（22）2191

球磨村公民館図書室では、１回につき１人２冊まで、２週間のレンタルができますのでぜひご利用ください。
受付日　月曜～金曜（祝日を除く）　受付時間　午前８時 30 分～午後５時

お す す め

いるのいないの
京極夏彦／著

おばあさんの住む、とても古い家で、ぼくは
しばらく暮らすことになった。その家の上の
方はとても暗い。暗がりに、だれかがいるよ
うな気がしてならない。気になって気になっ
てしかたない。京極夏彦と町田尚子が腹の底
から「こわい」をひきずりだす。

【材料（４人分）】
豚ひき肉…150 ｇ　キャベツ…180 ｇ　にら…1/3 束
にんにく…１かけ　しょうが…１かけ　餃子の皮…１袋（約 25 枚）
サラダ油…適量

【調味料】
濃口しょうゆ…大１　砂糖…小１　ごま油…小１　酒…小１
塩…1/2　こしょう…少々

１人あたりの栄養価　
エネルギー：225kcal　たんぱく質　11.7 ｇ　脂質　7.4 ｇ　塩分 1.4 ｇ

健康衛生課　管理栄養士　冨永明希江

６月  年金相談会　　問い合わせ　八代年金事務所　☎0965（35）6123／住民福祉課住民係　☎（32）1112

八代年金事務所による年金相談会が次のとおり開設されます。お気軽にご相談ください。

場　所 日　程

人吉市消費生活センター ３日㈮・6 日㈪・10 日㈮・13 日㈪・17 日㈮・20 日㈪・24 日㈮・27 日㈪

錦町温泉センター 1 日㈬・15 日㈬・29 日㈬

多良木町多目的研修センター ８日㈬・22 日㈬

予約受付時間　午前９時～午後５時
※３日前までに予約が必要ですので、年金手帳を準備の上、八代年金事務所までご連絡ください。なお、予約は先着順となりますので、
　相談者が多い場合はご希望に添えない場合もあります。＊球磨村公民館図書室＊ Kuma Village Library 問い合わせ　教育委員会　☎（32）1117

Cooking今月のレシピ ぎょうざ

【作り方】
①野菜はすべてみじん切りにし、ひき肉と調味料を混ぜ合わせる。
②皮の中央に具をのせ、皮の端に水をつけてつまみ、皮を閉じる。
③熱したフライパンに油を入れ、餃子を並べて焼く。
④皮の色が変わったら、少量の水を入れ、蓋をし、蒸し焼きにして出
　来上がり！

仕事のスピード・質が劇的に上がるすごいメモ。
小西利行／著

サントリー「伊
い え も ん

右衛門」ほか、数々の名作 CM・ヒット
商品の裏に、この「メモ」がありました。3 つのポイン
トを中心に、著者の実際の「メモ」を交えながら、打ち
合わせをしているとき、ひとりアイデアや考えをまとめ
ているとき、誰かに説明・説得するとき、メモに何を書
けばいいのか ? を解説します。

６月  乳幼児健診　　問い合わせ　健康衛生課保健予防係　☎（32）1139

●３歳 6 カ月児健診

健　診 対象者 日　程 場　所

３歳 6 カ月児 平成 24 年 8 月１日～平成 24 年 11 月 30 日生まれ 16 日㈭ 渡多目的集会施設

受付時間　午後１時～午後１時 15 分　内容　小児科健診、歯科健診、身体計測、尿検査、子育て・栄養相談
持参物　母子健康手帳、子どもノート、問診票、当日朝一番に採った尿、バスタオル、絵本、お茶など



　
熊
本
地
震
発
生
か
ら
１
カ
月
余

り
が
経
過
し
ま
し
た
。
未
だ
家
に

帰
れ
ず
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
人
た
ち
が
大
勢
い
ま

す
。

　
村
で
は
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣

が
あ
り
、
私
も
そ
の
一
人
と
し
て

阿
蘇
市
の
避
難
所
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
小
学
校
の
体
育
館
が
避
難

所
と
し
て
開
設
さ
れ
、
夜
間
は
約

20
人
程
が
寝
泊
ま
り
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
避
難
所
で
は
主
に
利
用
者

の
受
付
や
食
事
の
配
膳
、
物
資
の

搬
出
・
搬
入
、
避
難
所
内
の
清
掃

な
ど
を
担
当
。
職
員
の
他
に
も
一

般
の
食
事
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
医
療

関
係
者
に
よ
る
体
調
チ
ェ
ッ
ク
、

自
衛
隊
に
よ
る
仮
設
風
呂
の
設
置

な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
持
ち
、

避
難
者
の
ケ
ア
に
真
摯
に
あ
た
っ

て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
私
は
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

避
難
さ
れ
て
い
る
人
は
身
体

的
・
精
神
的
に
本
当
に
つ
ら
い
現

状
だ
と
思
い
ま
す
が
、
会
話
の
中

で
笑
顔
が
見
え
る
と
、
そ
れ
だ
け

で
う
れ
し
く
な
り
、
目
頭
が
熱
く

な
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日本で最も美しい村“くまむら”

日本の棚田百選「松谷棚田」オーナー募集

所在地
　球磨村大字三ケ浦　日本の棚田百選「松谷棚田」
年会費　100㎡当たり 15,000 円　
募集定員　25 組程度（先着順）
対象者
　・田んぼに親しみ、稲を作る意欲がある人
　・美しい自然と共生できる人
　・里山の暮らしを体感したい人
　・松谷棚田の保全に共感できる人
特典
　① 100㎡（１畝：１a）につき　白米 20㎏
　②田舎の体験交流館「さんがうら」に宿泊する場合、
　　夕食２人まで無料
　③一勝地温泉かわせみの入浴が２人まで無料

内容
　①田植え　　　　　　　６月 12 日（日）
　　受付：午前９時 30 分～午前 10 時
　　作業：午前 10 時～正午
　　交流会：田舎料理を囲んで地域住民との昼食
　②稲刈り・掛け干し　　10 月９日（日）予定
　③収穫祭　　　　　　　12 月予定
その他
　個人、家族、グループでも参加できます。
応募先・問い合わせ
　企画振興課山村振興係　☎（32）1114　

松谷棚田では、棚田再生に向けて棚田保存会を中心に、中山間地域等直接支払制度の活用や、美しい村推進
員による景観整備、花いっぱい運動、フォトコンテスト、竹灯ろうによる棚田の彩りなどを行っています。

しかし、高齢化による後継者不足などにより耕作放棄地の解消ができず、景観を維持していくのが困難になって
きています。そこで、棚田を愛する人たちと一緒になって松谷棚田を再生できるように、棚田オーナーを募集します。


